
「講義要 綱」 にお ける合字本語 について

POPESCUFIo血

一 は じめ に

「講 義要 綱」 と呼 ばれ る キ リシタ ン写本 は 、 ラテ ン語版 と 日本 語版 が ある。

現存 す る もの としては 、 ヴァチ カ ン図書館 所蔵 の1594年 以後成 立 した ラテ ン

語版 と、 オ ックス フォ ー ド大 学図 書館 所蔵 の1595年 以後 成立 した 日本 語版 が

ある。拙 稿 「「講義 要 綱」 の成 立につ い て」(『国語 国文』 第71巻 第10号)で

は、 両版 とも原本 では な い こ とを指摘 した。 ―講 義要 綱 」 におけ る本 語 の表 記

方 法 は四種 類見 られ る。 そ れ らは、仮 名 、 ローマ字 、漢字 、 ローマ字 を組 み合

わせ た符 号 に よる表記 で あ る。

新 村 出、柊源 一校 注 『吉 利 支丹 文学 集』2、 凡例 、p.48〔Dでは、1600年 版 「ど

ち りい な き り したん」 に出 て くる、い くつ かの ロー マ字 の省 略 字 につ いて 、「モ

ノグ ラム(合 字)」 とい う名 称 が使 用 され てい る。 それ は ローマ 字二字 以 上 に

よっ て新 た な一 字 を合成 した もの で あ る。 「講義 要綱 」 の文 章の 中に 出て くる

ロー マ字 の省 略表 記 も合 字 と呼 ぶ こ とにす る。

拙 稿 「「講 義要 綱 」 にお け る ローマ 字書 きの本 語 につ いて」(『國文學 論 叢』

第9号)で は、合 字 と他 の ロー マ字 書 きの語 句 との主要 な相違 点 を指 摘 した。

簡単 に 下 に再 述す る。

(ア)合 字 は 、デ ウス、イ エ ス ・キ リス ト、 キ リシタ ンな ど、 キ リス ト教

の 中心概 念 を表 す本 語 で あ る。 そ れ に対 して 、 ロー マ字本語 はあま り親 し

まれ て いな い概念 を表 して い る。

(イ)合 字 は語形 に殆 ど揺れ が な い。(18種 類 の概 念 に対 して、23種 類 の

語 形 が ある)。 ロー マ 字本 語 は、 一語 に対 して時 に二 種類 以 上の表 記 が 出

て くる ことが多 い。

(ウ)合 字 の種 類 は少 な い もの の、 用例数 は非 常 に多い。 この18種 類 の

概念 の全 例数 は3625で あ り、一っ の異 な り語 の出現例 数 は最低19例 、最

多 で1829例 で ある。 ロー マ字 本 語 は580種 類 あ るが 、延 べ数が759例 で、
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一つ の表現 が一 カ所 に しか 出て こない場合 が非 常 に多 い
。

(エ)他 の ロー マ字 書 きの部分 は本 を90度 回転 させ て左側 か ら読 め るよ

うに横 書 きで書 い てあ るの に対 して、合字 は漢 字 の一字 分 の 大 き さで、 日

本 文字 と同 じ方 向で読 める よ うに書いて あ る。

上 記の よ うに合字 とローマ字 本語 の 間の相違 点 を あげた が、 両者 の間 に は他

に も異な った ところがあ る。

(オ)「 「講 義要 綱」 の成立 につ い て」で指 摘 した よ うに、 日本 語 文 に はロ

ーマ字 文 を書 くべ く残 しておか れ た空 白が数 百カ 所存 在す る
。 空 白に入 る

べ き内容 は、長 さや 後続す る和 訳 、また ラテ ン語版 との 内容 比較 か ら、合

字が入 る と思われ る空 白は一 カ所 もな い。

(カ)日 本 語文 の 中に入 ってい るローマ字 文 は、 書い て あ る場所 よ り短 い

(後に空 白があ る)場 合 と、また長 す ぎて、最後 の部 分 が詰 め て あった り、

ま たは行 間 にはみ 出 した りす る場合 が ある こ とか ら、 これ らは 日本語 文 が

書かれ た後 か ら別人 に よって書 き込 まれ た もの と指摘 した。これ に対 して 、

合字 は和 文 の中 のはま り具合 、筆 の運びや 字 の太 さな どか ら日本 語 文 と同

時 に同 じ筆 記者 に よって書 かれ た よ うであ る。

(キ)引 用文 に は必ず 、本語 には少 な くとも初 出の場 合 に 、和訳 か説 明な

どが 前後 の どち らかに付い てい る。

例:Factusestobediem〔2)vs可admortemCCLICISproprter(3}quoddatum

estillinomenquodestsuperomnenomen.ク ル ス ノ 上 二 死 ス ル マ テ

DsPe二 随 イ 玉 フ ニ ヨ テ 万 ノ 名 ノ 上 二 御 名 ヲ 与 へ 玉 フ ト云 論 也 。

(200オ)

マ タ メ ン トニ 省 奉 ル 者 ハSuperstitioト 云 フ 者 也 。Sopersticamト ハ

Dsに 当 奉 ラザ ル 敬 イ ヲ 以 テ 崇 敬 シ 奉 ル 事 也 。(294オ)

(superstitio(ラ)、soperstigamはsuperstigao(ポ)の 変 形 。 語 意

は 「迷 信 」)

これ らに対 して 、合字 に和訳 が付 くこ とは一 度 もな い。

これ らの特 徴 か ら、合字 は原語 の 引用文や ローマ 字 ・仮 名 本語 と同様 に ロー

マ字 表記 され てい るの にもか かわ らず 、日本語 版 を筆記 した 日本人 に とって は、

ロー マ字 表記 の語 よ り遙 か に身 近な もので あった こ とが分 か る。
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二 「講義 要綱 」 にみ られ る合 字

二 ・1合 字 の形 と出現 量

表1に は 日本語 版 に 出て くる合字 を ま とめた。 なお 、 ここで一旦合 字 の実 際

にみ られ る形 を紹 介 してお くが 、以 下 に使 用す るのは構 成す る文字 を分 析表 示

した第2列 の もの(表 の 「形 」 とした項 目)で あ る。

表1「 講義要綱」 に出て くる合字

番号

1

2

3

a.

5.

6

7

8

9.

合字

e

f

タ
a

あ
U

β

ノρ

学

pw
φア

ρ

'

形(該 当

する文字)
o

X」

Js

・
X

ao

X

D's

Apo

Apto

Dpo

pu

pa

po

例数

229

10

386

125

1829

120

1

i

136

z

93

ポル トガル語

の綴 り

JesuChristo

Jesus

Christo

Christao

Deus

Apostolo

Discipulo

Paulo

Peso

ラテン語 の綴 り

JesusChristus

Jesus

Christo

Christianus.ui皿,a

Deus

Apostolus

Discipulus

Paulus

Petrus

日本語

イ エ ス ・キ リ

シ ト

イエ ス

キ リシ ト

キ リシタン

デウス

使徒

弟子

聖パ ウロ

某、または聖

ペテ ロ
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10.

il.

12.

13.

14.

15.

16.

17.

18.

警

!¢

七戸

6b

`D

卿μ

殉

∂a

憐

Pp

Pta

Pe

Pt

bta

bto

ma

Sma

Sm

Jo

Jao

合計

174

35

140

1

105

2

127

30

17

z

58

i

3625

Papa

Profeta

Patre

filho

Beata

Beato

Maria

SantaMaria

Joao

Papa

Prophets

Pater

filius

Beata

Beatus

Maria

SanctaMaria

Joannus

教皇

預言者

父 親、 または

神 父

息子

至福 の(聖女)

至福 の(聖人)

(聖母)マ リ

ア

聖母 マ リア

聖 ジ ョア ン

※表中の合字 は大空社 『イエ ズス会 日本 コ レジヨの

講 義要綱』(1997)に 拠 る。

なお 、320オ ～322オ で は、合字 と同 じ方 向 で筆記 して ある語paxが 五回 出

て くる。320オ の 「paxの事 」 の節 に以 下 の記述 が あ る。

paxト ハ無 事 ノ事也 。是 即 カ リタアテ ヨリ出ルエ ヘ イ ト也。paxハ 如何ナ

ル 事 ゾ ト云 二、数 多 ノ人 ノ心皆一 意 同心 ナル 寸(と き)ン バ 、 是 ヲ数 多ノ

人 ノ内二無事 アル ト云心也 。(320ウ)

節 の題 名 のpaxと 、 この記述 の最初 のpaxは 、 ローマ字 本語 が通 常筆 記 して
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あ る方 向(本 を横 に して読 む よ う)に 書 いて あ るが、二つ 目のpaxか らは 日本

文字 が書 かれ て い る方 向(縦)に 書 いて ある。 最初 の出現 箇所 には、 一般 の ロ

ーマ 字本語 の よ うに説 明が付 い てい る
。

paxと 類 似 した も う一 つ の語 、 旧約聖 書のJobが ある。 この語は 引用 箇所 の

名 称 と して全 書 にわ た って十 数 回存 在す るが 、そ の うち238オ 、241ウ 、256

オ、269オ で は合 字 と同 じ縦 方 向で 書い てあ る。

これ らの二 語 は元 々 三文 字 の語 で 、省略 され てお らず 、上記 の数例 が合 字 と

同 じ方 向 に表 記 され て い るの は 、単 に短 くて書 きや す かった ためで あ る と考 え

られ るので 、合字 と取 り扱 わな い でお く。

表1か ら分 か る よ うに 、一っ の語 に対 して二 種類 の形 が ある揚 合が ある。 し

か し、 これ らの場 合 には 、二種 類 目の形 の出現 例数 が極端 に少 ない こ とか ら、

単 な る変化形 で は ない か と思 われ る。 したが って、 以下 の検討 では これ らの変

化形 を別の項 目 と しな い。

ま た 、7のDpoは226ウ の 一 カ 所 に しか 出 現 しな い が 、 形 が は っ き り して い

て 、 い く ら か 近 似 す る 聖 ペ テ ロ のPoと も、Apoと も異 な っ て い る。 ラ テ ン語

版 と比 較 す る と該 当す る 個 所 も確 か にdiscipulus(弟 子)で あ っ て 、apostolus(使

徒)で は な い 。226ウ の 一 丁 に は 、Apoの 形 が 二 回 出 て く る が 、 ラ テ ン語 版 で

これ らに 該 当 す る 言 葉 はdiscipulusで あ る。 た だ し、 こ こ に 出 て くるdiscipulus

(弟 子)は イ エ ス ・キ リ ス トの 弟 子 で 、 後 に 使 徒(apostolus)に な っ た 人 物 な

の で 、 使 徒 は弟 子 と ほ ぼ 同 義 語 で あ る。

ラテ ン語版 に 出て くるdiscipulusは 、 この よ うに使 徒 の意 味で あ るが、後 代

の弟 子 の ことを指 して 、 キ リス ト教 徒(X)と 同 義語 とな る場合 もあ る。 日本

語版 で は ラテ ン語discipulusは どち らの意 味で もほ とん どの場合 に 日本 語 の 「弟

子」(イ エ ズ ス の直 弟 子 に は御 弟 子)と 訳 され てい る。 この実態 を考 慮 に入 れ

る と、Dpoと い う合 字 は、 現存 本 の も とにあっ た原 本 、あ るいは他 の資料 に存

在 した 可能性 が あ る。 おそ ら く、筆記 ・書写作 業 の どこか の最 階 で、 これ らの

合字 が 日本語 訳 され て 、 この 一 カ所 が見 逃 され た もの であ ろ うと考 え られ る。

あ る いは 、拙 稿 「「講 義 要綱 」 の 成 立」 で指 摘 した よ うに 、 ロー マ字 に詳 しく

ない 現 存版 の筆記 者 は、Dpoと い う合字 をApoと 異 なった概念 であ る と認識

せ ず に 、 これ らをApoと 写 した 可能 性 もあ る。
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二 ・2合 字 の形 とも との言 葉 との 関係

表1の 合 字 は、構成 してい るローマ 字 の省 略 の仕方 か ら大 き く二種 類 に分 け

る ことがで き る。

5～18の 例 は、長 い語 を二か ら三 文字省 略 し、構 成 す る ロー マ字 が相 当奇

妙 な形 に変 形 されて い る ものの、左 か ら右 へ の順序 に並 べ て あ る。 ラテ ン語版

な どローマ 字の 写本 に出 て くるもの と近似 してい る例 も見 られ る。

1～4の 例 には、x、cな ど、 もとの言葉 に ない字 が出 て くる うえ に、構 成

す る字 が左 右 だ けでな く上 下に も並 べ てあ って、 ラテ ン語版 な ど ヨー ロ ッパ の

筆 記資 料 に出 て くる省 略表 記か ら離れ た独 自の形 とな って い る。

xな ど 、 も と の 綴 り と 違 う字 が 用 い ら れ る こ と に つ い て 、Gandavoの 「Regras

queensinamamaneiradeescrevereaorthographiadalinguaPorluguesa」(4iに 記 述

が あ る 。

(A)Outranimpropriedadesdeleh-assevsaoemalgusHomes,quesaotaobem

recebidas&acceitasnaterra,Comoseasteuessemdesuaorigem,osquaessao

estes,&costumaoseescreuerdeltamaneiraaimitagaodosGregos,Xpo,Ihus,

Xpao,Xpuao,esprivao:auendodeseescreuerdestoutra,Christo,Iesus,

Christao,Christouao,escrivao.

(表 記 の 他 の 不 適 切 な 使 用 法 は 、 そ の語 源(で は な い の に)が 関 連 して い

る か の よ うに よ く受 け 入 れ られ 承 認 され て い る名 詞 に 慣 用 され る。 こ れ ら

は 、Xpo,Ihus,Xpao,Xpuao,esprivaoと 、 ギ リ シ ャ 人 を 模 倣 し、 慣 用 的 に

書 か れ る よ うに な っ て い る が 、Christo,Iesus,Christao,Christouao,escrivao

と書 か な けれ ば な らな い 。)

この記述 に よる と、た とえばChristo(キ リシ ト、日本 語版 で はX)やChristao

(キ リシタ ン、 日本語 版 ではX)の 場 合 に は、ギ リシ ャ文字 で 書 いたXPt(noの

最初 の2字xPに もっ とも近 い ロー マ字Xpが 残 され てい る こ とに な る。oやao

はそれ ぞれ の最 後の一 字 も し くは二字 で ある。

同 じく(iandavoの 記 述にお いて テ ィル の役割 を見 てみ る と、 これ はXpoの

場合数 個 の文字 の省 略 を示 し、Xpao、Xpuaoの 場合 鼻音 の省 略 表記 で あ る(っ

ま りポル トガル 語 の一般 のテ ィル)、 またIhus(イ エ ス)の 場 合 、Alvarezラ テ

ン語 文法 に出 て くる 皿σ些 か ら(5}、近似 した ロー マ字Ihとusが 用 い られ た と

考 え られ る。 ギ リシ ャ語 文字 ζはsと テ ィル に分 け られ 、 テ ィル が語 末全 体 に
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記 され る よ うに な った と考 え られ る。

Gandavoの 記述 に 出て くるXpo(Christusの ラテ ン語 にお け る与格 形Christo)

や 、Xpaoに 似 たXpiao(ラ テ ン語Christiano同 じく与格形)は 実際 に ラテ ン語

版 にお いて頻 出 してい る。 しか し、Xp'oで は、 ティル は鼻音 を示 してい るの で

は な く、数個 の 文字 の省 略 を示 してい る、 また 、X函 、Xpiaoの 語末oとiaoは

ギ リシ ャ語 とは 関係 しな い もの で あ る。 拙稿 ―「講義 要 綱」 にお け る仮名 書 き

の本 語 につ い て」(『国 語 国文 』 第七 十 二巻第 六号)で も触 れ たが、末 尾 の これ

らの文 字(省 略 あ り)は 、 ラテ ン語 に おい て格 や数 に よっ て変わ る屈 曲の形 を

表示 す るた めであ る。 た とえば 、Xpoの 場 合、 ラテ ン語 版 では格 に よって 、次

の形 が 見 られ る。

XpusくChristus(主 格 形)

X`piくChristi(属 格 形)

Xpum<Christu皿(対 格 形)

日本 語版 に出て くる表1の 形 に戻 る と、それ らにはGandavoの 記 述 に出 て く

るXp'o、...に あ るPがX、Xに は ない こ と、 また省略 を示 すテ ィル がXに

ない こ とに気 づ く。 つ ま り、 これ らの 合字 は、 ヨー ロ ッパ で は見 られ な い形 に

発 展 して い るこ とが分 か る。

三.他 の 資料 との比 較検 討

印刷 機 の発 明ま で は、書物 の流通 は完 全 に書写 に頼 ってい た。その 状況 下で 、

省 略表 記 は少 しで も早 く写 せ る よ うに使用 され るが 、それ に よって文 章 が分 か

りに くくな りが ちで あ る。 聖 ア ウ グスチ ヌス 、聖 トマ ス ・ア ク ィナ スの著 作 の

写本 は この形 で行 わ れ てい た が 、印刷 機 が普及 して 、書物 が比較 的大 量 に刊行

で き るよ うに な る と、 明確 さを尊 重す るよ うにな り、合字 は使 われ な くな る。

合 字 の元 にあ る ロー マ字 省 略表 記 は印 刷 がで き るよ うに な った時代以 前 の名 残

で あ って 、16世 紀 に入 って か ら、書簡 や 古 い文献 を写 した もの に限 られ て い

く。

ゴメ ス神 父 の ラテ ン語 版 も、省 略文 字 がか な り多 い、 それ らの省略 表記 を 日

本語版 の合字 と比 較 して 、表1に 該 当す るもの を表2に ま とめた。
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表2ラ テン語版 の合 字(日 本語版 と一致す るもの)

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

日本語版
゜

Jx

Js

・
X

X

D's

A

0

Pu

Po

P

Pta

Pe

bta

bto

ma

Sma

Jo

ラテン語版

Jx'Jx°Jx°"な ど

Jesus(省 略 しな い)

Xn°

XTanus,XTaniな ど

Deus(省 略 しな い)

An'lus.An'li

dlusな ど

Paulus(省 略 しな い)

PusP㎜,P`な ど

"t
asな ど

Pr,Pi.Pemな ど

filius(省 略 しな い)

bta,braeな ど

btusbtumbtoな ど

MMオ ど

SctaMな ど

Joannus(省 略 しな い)

品詞

詞 イ エ スy,シ ト

固有名詞(イ エ ス)

固有名詞(キ リシ ト)

名詞化した形容詞

名詞

名詞

名詞

固有名詞(パ ゥロ)

固有名詞(ペ テロ)、また総称(某)

名詞

名詞

名詞

名詞

名詞化した形容詞

名詞化した形容詞

詞 マ リア

固有名詞(サ ン タマ リア)

固有名詞(ジ ョア ン)

三 ・1形 態論 上 の分 類 につい て

まず 、表2の 最 後 の列 に示 した よ うに、合字 によ って表 示 され る概 念 は 、固

有名 詞 と一般名 詞一 一 部 は形容 詞 が名詞化 した もの だ けで あ る。

固有名 詞 のす べて は新約 聖書 に出 て くるもので 、 キ リス ト教 の もっ とも中心

的 な人物 で ある。

一般名 詞 を見 る と
、 ほ とん どがキ リス ト教神 学 の 中心的 な専 用 概念 で あ るこ

とが明 らか であ る。 そ うで ない よ うに見 えるの は、12と13のPe(父 親)とfb

(息子)で ある。

Peはpatreの 省 略 表 記 で も と も と 「父 」の 意 味 を 持 っ て い る が 、出 現 す る140

箇 所 の うち、76例 で はDsPe(DeロsPa(ke、 父 な るデ ウス)の 形 で あ る。DeusPadre
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とは 、キ リス ト教 にお け る三 位 一体(父 、息子 、 聖霊)の 第 一 のペル ソナ(位

格)で ある。 な お 、 この概 念 を示 す ため には 「父 な るDs」 な ど和 訳 を用 い る

例 は見 あ た らな いの で 、三位 一 体 の第 一のペル ソナの 専用 用 語 のよ うで あ る。

さ らに、18例 が 「Peス 」 で(神 父 、教 え を説 く者)、 そ の内の12例 が 「サ ン

トスPeス 」 で、 キ リス ト教 の 聖人(す なわ ち、 教 えを説 き、列聖 され た者)

を指 してい る。

その他 のPeの44例 に 関 して、 二種 類の用 法 があ る。

一つ は 「父 な るデ ウス
ー の意 味 で あ るが 、CDs'は 省 略 され 、単 にPeと 記 さ

れ て い る。 これ は、 三位 一 体 に つ いて論 じられ る とき、父(な るデ ウス)、 息

子(な るデ ウス)の 表 現 の 中で あ る。

例:DsPeト 申奉 ル子 細 、 三有 リ。一 ニハ 、万 事 ヲ作 リ玉 イ巣 立 玉 フニ ヨ

テ 也。ニ ニノ＼ シユ ス トヲ養子 トシ玉 フニ ヨテ、此 人々 ノ為 二DsヲPe

ト喚 ヒ奉 ル 也 。(中 略)三 ニハ エ テル ニ タアテ ヨ リ御 子 ヲ生 シ玉 フニ

ヨテDsヲPeト 申奉 ナ リ。Peと 申ス第 一第 ニ ノ子細 ハ..(157ウ)

この例 は 、ケ レ ド(Credo祈 祷文)に あ るラテ ン語paterに つい ての解説 の

一 部 で ある が
、本 語 「シユ ス ト」(justoポ)は 「公 平」、 「善 良な者 」 の意 味で

あ る。 「エ テ ル ニ タア テ 」(etemidade、 ポ)は ―永 遠 」、 ここでは 「底 知れ な

い昔 」 の意 味 で あ る.こ こに出 て くるPeが 、最初 の例 ではDsPeで あ るが、

その 後 か ら も同 じDsPeの 意 味 を持 って いな が らも、Dsは 明 記 され な くな る。

も う一 つ のPeの 用 法 は、 「神 父 」 の意 味 と して であ る。

つ ま り、Peは も との 「父 」 の広 義 に基づ き なが らも、一 方 で は三 位 一体 の第

一 のペル ソナ、 一方 で は 「神父 」 のみ に用 い られ、 具体的 な 「父親 」 の場 合 に

は用 い られ ない。

foは イ エ ス キ リシ ト、つ ま り三位 一体 の第 二 のペ ル ソナ に限 られ て用 い られ

る。105例 の なかで 、57例 の場 合 に はDsfbの 形 にな ってお り、残 りの48例

で も、(Dsの 息子 で あ る)イ エ ス キ リシ トについ て しか用 い られ な い。

つ ま り、表2の 概 念 で は、Padre(父)やfilho(子)の よ うに原 語 で は一般

名詞 の もの もあ るが 、合字 の表 記 で 用い られ る場合 、すべ て の概念 が キ リス ト

教 の神 学 の専 門用語 として しか使 われ て いな い、 ま とめてみ る と、 表2の 合字

は 、イ エ スキ リス トの三種 類 の名 称 、 もっ とも重大 な使徒 三 人、ま た キ リス ト

教会 の も っ とも中心 的 な概 念 を指 して い る。
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「某 」の意 味のPoは これ らと明 らかに違 う。 ラテ ン語 版 で も聖 人Petrusも 、

某 のPetrusも 同 じくPusと 筆記 され てい るこ ともあっ て、 恐 らく 日本語 版 の筆

記作 業の 際、意 味 が 区別 されず 、語形 が一 致 して いたた め 同 じ合 字 で表 記 され

た のであ ろ う。 「某 」の意 味の例 は全93例 の うち5例 のみ で あ るた め、 こ の合

字 は もと もと聖 人ペ ドロ専用 の 表記 であっ た と考 えて も よ さそ うで あ る。

Pe、fb、Dpoな どは も ともと一般的名詞 であ る。 これ らの も とに あ るラテ ン

語(pater,filius,discipolus)が 具体 的 な意 味で用 い られ る場 合 に は、 日本 語 訳

も見 られ る。 一つ の原語 が場合 に よって和訳 され 、場 合 に よって 本語 と して使

用 され る とい う現象 は合字以 外 で表記 され る他 の本語 の場 合 に も見 られ る が、

今 後別稿 にお い て考 察 したい。

三 ・2ラ テ ン語版 との 関係 について

表2か ら分か るよ うに 、 ラテ ン語版 の省 略表記 とは異 な り、 日本語 版 にお け

る合字 の形 は格 、数 に よって変 わ る ことが な く、男女 の ヴァ リエー シ ョンが あ

るの はbtaとbtoの みで ある。 ラテ ン語版 にお ける省 略 表記 は語尾 変 化 に よる

複 数 の種 類 があ るが 、それ らに完 全 に一 致す る形 が あ るの は 、表2の1,9,10,

11,12,14,15,16の8種 類だ けで あ る。 残 りの10種 類 では 、 日本語 版 に あ る合

字 はラテ ン語 版 に出 て くる表記 よ り字数 が少 な くなっ てい る こ とが分 か る。

ラテ ン語 版 で は、省略 表記 で も、語尾 は格 と数 な どに よって 変化 す る。 日本

語版 で も、主格 単数 以外 の形 が出 て くる場 合 があ るが 、 ローマ 字 の部 分 は変 わ

る こ とが な く、 必要 な部 分が仮 名 な どで添加 され る。

例:Apoル ン(Apostolorumラ 、apostolus(使 徒)の 属 格 、 複 数)

peス(patresラ 、 あ る い はpadres(ポ)、 父 、 ま た は 神 父)

btoス(beatoボ 、 至 福 。 名 詞 化 した 使 用 法 が ほ とん どで あ る)

Apoル ン はア ツタApoル ン(ActaApostolorum)の 書名 の一部 と して しか出

現 しない ので 、 ラテ ン語Apostolorumの 表記 で ある に違 いな い。 ラテ ン語 にお

け る属 格mの 語尾 の 部 に 当た るル ン(一㎜)を 除 い てみ る と、 残 る 蜘

はApostoloに 当た る。 この表記 形 はラテ ン語 版 に出て くるAplo㎜ と違 う。

強 いて ラテ ン語 にApoに あた る形 を探す な ら、 これ は 単数 与 格 ・奪 格 の 形 で

あ り、属 格複 数 と して機 能す るはず が ない。

Peス は、 ラテ ン語 の主格 複数形patresに 当た るが 、peを ラテ ン語 と見 るな
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ら奪格 単数 で、格 も数 も異 なっ てい るこ とになる。

btoス は、 ラテ ン語 の対 格複 数 に 当た るが、btoを ラテ ン語 と見 るな ら与格 単

数 で 、格 も数 も異 な って い る こ とにな る。

表1の 第4項 目 のXの 例 の 中 に は 「X達 」 とい う例 が あ り、 これ は ラ テ ン語

のXpiani,Xp3anosの 複 数 形 に 当 た る 。 しか し 、 ラテ ン 語 版 に あ る もっ と も近 い

形Xp3anoは ま た も 単 数 与 格 ・奪 格 で あ る。Xタ ア テ を ラ テ ン語Christianitasの

奪 格 単 数Christianidadeと 見 る と、X(Cluistiano)はChristianiつ ま りXの よ う

な 合 字 に な るは ず で あ る 。

した が って 、 これ らの合 字 を ラテ ン語 の もの と見 る と、 合字が持 っ てい る格

と数 の形 は ラテ ン語 版 の該 当す る もの と異 な ってい る ことにな る。 つ ま り、仮

に これ らの省略 表記 が ラ テ ン語 版 の もの を踏襲 した とす る と、 それ らの格 ・数

は構 文 にお ける職 能 と も関係 な く、 もの に よって与格 、 もの によって 奪格 な ど

全 く不 規則 な形 を とっ て い る こ ととな る。 これ らの合 字の 形は ラテ ン語 の省 略

表 記 の形 を踏 ま えて い るの では ない と言 える。

表1に お いて 、合字 をポル トガル 語 の形 と比 べ て省 略 の仕方 を見 る と、

(1)語 頭 、時 に は語 中の1か ら2文 字 と語尾 の1～2文 字 が残 され てい

る。

例:創ho>fb

Discipolo>Dpo

(2)語 頭 に残 され るの は だい たい子 音で 、母音 は語 尾が残 され る傾 向が

ある よ うで あ る。

例:JesusChristo>Jx

padre>Pe

この状況 か ら、Apo(<Apostolo)な どの場合 に も、合 字に残 って い るの は

語 中の もの では な く、最 後 のoで あ る と考 え られ る。

つ ま り、 この省 略 の仕 方 は、名詞 の屈折 形 を示 すた め に用い られ る ラテ ン語

の も の と共 通 してい るが 、省略 表記 の も とになってい る語 形 はポル トガル語 で

ある とい うことにな る。

三 ・3ポ ル トガル 語資 料 にお け る省 略表記 との関係

X,Pe,Poな どの 形 の語 尾 に 当た る部 分 もポル トガル語 の語尾 で はない か と
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考 え られ るcポ ル トガル語 のい くつ かの資料 に 当た ってみ た。

十 六世 紀 半ば前後 にい くつかの ポル トガル語 文法 書 が成 立す る。 この時代 の

Oliveyra`6)、Banos°'、 そ して'は じめに 、で用 い たGandavoの 文 法 書 で は、

鼻音 がテ ィルや 半テ ィル に よっ て示 されて 、que、perな どが 特殊 記 号 で表記 さ

れて い る ことはあ る ものの、前述 したGandavoの 記 述(A)以 外 、 日本 語版 で

みた 合字 に似 た よ うな省 略表記 は 出て こない。Gandavoが 批判 してい るよ うに、

正書 法 と して これ らの固有名詞 な どを省略表 記す るこ とは好 ま しくな か っただ

ろ う。

Froisの1585年 の 「Tratado」;8iに お い て も、 清 書 の た め か 、 省 略 表 記 は な い

が 、 書 簡 で は相 当多 い 。

原 文 の 複 写 を 見 る こ と が で き た ポ ル トガル 語 の 書 簡 は 、 以 下 の 通 りで あ る。

「日本 関係 イ エ ズ ス 会 原 文 書 」{9;に あ る4通

(Frois187,Prenestino187,IgnaciodaCruz1622,JoaoMatheus1623)

ヴ ァ チ カ ン図 書 館 所 蔵 の書 簡(マ イ ク ロ フ ィル ム 複 写)

(日 本 人 キ リス ト信者Damiaol564都 発 、ManoelBarretol613マ カ オ 発 、

同1614マ カ オ 発 、同1614日 本 発 、JeronimoRodriguez他1616マ カ オ 発 、

Joa皿B.Ponol617)

それ ぞれ の書簡 に書 き手 の独 自の省 略表記 が あ るが 、表3に ま とめた種 類 は

形 が ほぼ共 通す る。

表3ポ ル トガル語書簡の省略表記
口

1

3

4

8

7

2

5

6

9

]0

ii

量 の!Y姜 記

Ds

Xo.Xto.Xoo.X

JESUSXo,Jhux

Ihus

fo.fos

Pe.Pes

xao,Xaos,X(1例)1―of

Xoandade

Ma

Jo

Po

該w÷ 五 の'

Deus

Christo

JesusChristo

Iesus

filho

Padre

Christao

C㎞standade

Maria

Joao

Pedro

≡五Pア1A古
竃冑

D's

・
X

Jx

Js

Pe

X

Xタ アテ

Ma

Jo

Po
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原文 で 管 見に入 っ た書 簡 に限 りが あ って、表1の 合字 をす べて照合 す る こ と

はで き なか った が、 見つ けた ものの 中 の、 日本 語版 と近 似 した形 が表3の11

種 類 で、 ラテン語 版 にあ る もの よ り明 らか に近 い。 なお 、PesやXpaosの 複数

形 は 日本語 版 に ないが 、語 はPeやXと 表記 され 、複数 の標識sが 「～ 達」 と

翻 訳 され た と考 える こ とがで き る。

表1の 中で該 当す るもの が見 つか らなか った省 略表記例 に関 して も、 ラテ ン

語 の綴 りとポル トガル 語 の綴 りを比 較す る と、 これ らもラテ ン語の特 別 な格 の

形 を とった もの で はな く、 ポル トガル語 の最 初 の1、2文 字 と最後 の文 字 を採

用 した省 略形 で あ る と推 定 で き る。 つ ま り、 ラテ ン語 との共 通点 を持 っ 合字 も

あ るが 、そ れぞ れの原 語 の綴 りを比 較 して 、かつ ラテ ン語 とポル トガル語 の 書

簡 の中 に 出て く るもの と比較 す れ ば、 これ らの合 字 はお そ らく当時 ポル トガル

語 の手 書 きの文 章 に用 い られ た 形 を踏 襲 してい る と判断 して 間違い ない で あろ

う。

三 ・4他 の 日本語 で 書 かれ た キ リシタ ン資料 に 出て くる ロー マ字省

略表 記

他 の キ リシタ ン資 料 に も、 ロー マ字 本で も、 国字本 で も、 ローマ 字省 略表 記

が見 られ るが、形 と出現比 率 に差 が あ る。

mマ 字 版本 で は、 表4の 各 教義 書 を調 査 した。そ の結 果、表1の 概 念 の ほ

とん どが 全 ての 資料 に数 回 ～ 数 百 回 の頻 度 で 出て くる こ とが分 かっ た 。1591

年版 「サ ン トスの御 作 業」 は聖 人伝 で 、狭 義で の教義 書で は ない。 キ リス ト教

用語Papa、(Deus)filhoが 出 て こない の はその ため であ ろ う。

これ らの ロー マ字 版本 の 教義 書 では 、省 略表 記が比較 的少 な いこ とも分 かっ

た。 省 略表 記 の 中では テ ィル に よ る鼻 音 の省 略 以外 は、聖 人 の名前 に付 け られ

るS.の 例 数 が多 い。 日本 語版 にあ る聖入 の名前 には仮 名 でサ ン、 も しくはサ ン

トがっ け られ、S.は 出 て こない 。 も う一 つ の省略 表記 はDeg(デ ウス)で あ る

が 、省 略 の形(Ds)は 異 な って い る。省 略 表記De9の 例 数 は表4に 示 した。

た だ し、それ ぞれ の 書 に、省 略 され ないDeusの 形 が遙 かに多 く出現す る。
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表4教 義書の中の省略表記

版本

1591年 版 「どち りなき りしたんJ

1592年 版 「サン トスの御作業J

1593年 版 「ヒイデ スの導師」

1595年 版 「コ ン テ ンツ ス ・ム ン ヂ」

De'の 例 数

0

24

84

5

ロー マ字 写本 で は、 い わゆるバ レ ト写本 に 出て くる省 略 表記 を調 査 した。表

2、 表3と 逆 に 、表5で は表1の もの に似 て い る例 が ない(あ るい は非 常 に少

ない)種 類 を ま とめた。

表5バ レ ト写本の省略表記(似 ていないもの)

番号

1

a

4

6

8

10

11

13

14

15

日本語版の形
゜

Jx

Js

X

Ao

Pu

P

Pta

bta

bto

バ レ ト写本 の形

.rESUSxo

JESU,JESUS

Xao(数 十 例)xao(二 例)

Aost-(一 例)

省略しない

省略しない

省略しない

省略しない

省略しない

B-(一 例)

ポル トガル語 の綴 り

JesusChristo

Jesus

Christao

Anostolo

Paulo

Paoa

Pronheta

filho

beats

Beato

バ レ ト写本 で は、そ の出現状況 に少 し違 いが あ る。

(ユ)省 略 され ない元 の綴 りの形 は省略表 記 の もの と混在 してい る。 表5で

は 日本語 版 に似 てい ない種 類 しかあ げて いない が、全 体 に省 略 の形 が 定 まって

い ない本語 が 多い。

(2)省 略表 記 され るの は 出現 例 が多 く(数 十 例 以上)、 且 つ 一 、二 丁 の間

に数 例 が集 中す る語 だ けで ある。 ちなみ に省 略表 記 が 見 られ な い項 目(8,10;

11,13,14)の 語 は 、出現例数 がだ い たい二十 箇所 以 下で 、散 在 して い る。た

だ し、Apostolo、beatoは 百数 十 例 があ るに も関わ らず 、省 略 表記 例 はApost-、B一
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の一 例ず っ しか ない。

国 字版 本 で は、mマ 字省 略 表記 が もっ とも多い のは1600年 版 「どち りな

き りした ん」〔―nで、4種 類 ある。 これ らは表1のJx,Js,X,Xに あた るもので

あ る。 「ぎや どべか どる」で は三 種類 あって 、Jx,Js,Xに 相 当す るものが あ る。

しか し、 これ らの形 は 日本 語版 の もの に 良 く似 てお り、 ま るで 日本語版 の筆 跡

が清 書 され 版 に刻 まれ た か の よ うで あ る。 な お 、1590年 版 「どち りな き りし

たん 」には合 字は 見 られ ない。フ ァ ビア ン不干 の 「妙 貞 問答」(12)や「破 提宇 子」(13)

にお いて は 、D'sし か見 られ な い。

国 字写 本 で は、管 見 に入 り調 査 した ものは、 エボ ラの屏 風の下 地で 発見 され

た、 イエ ズス会 の ヴ ァ リニ ヤー ノ巡 察 師 の 「日本 ノカ テ キスモ」ha)の和訳 とオ

ル ガ ンチ ノ神 父の 「入 満 心得 ノ事 」(!5>(両方 とも、1580年 代の 半ば頃 成立 とさ

れ る)と 、1612年 以 降 成立 と され る ゴ メス神 父 の 「丸血留 の道 」の和 訳(167で

あ る。 ただ し前二 書 は断 片 的 に しか残 っ てお らず 、網 羅的 な考察 がで き ない。

「日本 ノカ テ キスモ 」 に ある合 字 は、表6の 通 りで ある。

表6

番号

1

2

3

4

5

合字

D's

(D's)fo

JXo

ma

pta

もとの綴 り

Deus

(Ds)filho

JesusChristo

Maria

Prophets

出現例数

数十

十数

3

1

1

これ らのすべ て の合 字 は 日本 語版 の 形 に よく似 て い る。

「入 満心 得 ノ事」 には 、以下 の3種 類 があ る。

表7

番号

1

2

3

合字

Ds

Pe

SPII(合 宇)

も との綴 り

Deus

Patre

Spiritu

例数

30

5

2

「丸 血 留の道 」 は量 は少 な いが 、以 下 の合字 が ある。
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表8

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

io

11

合字

Ds

JXo

Xo

xao(ま た は 、 ～衆 、 ～ タ アテ)

Pe(ま た は 、DsPe)

Po(ま た は 、S.Po,サ ンPo,な ど)

S.Pa

Pp

Sma

S.

St

もとの綴 り

Deus

JesusChristo

Christo

Christao

Patre

(Sao)Pedro

SaoPaulo

Papa

SantaMaria

Sao

Santo

例数

104

51

5

68

9

7

i

1

2

22

1

これ らの 三書 とも、分量 は異 なっ てい る もの の同 じ教 義書 で あ り、 そ して本

語 の表記 が ロー マ字 、仮名 、合 字 と漢 字 の四種類 が あ る点 、 ラテ ン語 の引 用文

が あ る点 な どにおい て 、 日本語版 とよ く似 た もので あ る。 さらに 、合 字で 書か

れ た本語 はほ とん どの場合 に合 字で しか表 記 され な い とい う特徴 は、 これ らの

国字 写本 に共通 して お り、そ の点で 、省 略 しなか った り、省 略 の形 が 複数 で あ

った りす る ロー マ字資 料 と異な ってい る。

日本語 版 にな い種類 を探 して見 る と、「カテ キスモ 」の残 存 部分 に はな い。「入

満 心得 ノ事 」 ではspu(spirituポ 、精 神)が ある。 この省 略表 記 は ラテ ン語版

をは じめ 、ポル トガル語 、ラテ ン語 な ど原語 で書 かれ た多 くの文 献 に出 て くる。

日本語 版 には ス ヒ リツ、ス ヒ リツサ ン ト、 ス ヒ リツア ル な ど関連 してい る語 が

延 べ数 百回 出 て くるが 、合 字 で表 記 され る ことはない 。 「丸血 留 の道 」 で もspu

の例 はな い。

ま た、 「丸 血留 の道 」 では 、聖 人 の名 前 に付 く 「聖 ～ 」の 意味 のS.と そ の変

化 と思 われ るStが 出て くる。 ただ し、サ ン～、 サ ン ト～ の例 も21例 あ り、 こ

の合 字 に限 って 、表記 に揺れ が見 られ る。他 の二 書の 残存 部 分 では 、聖 人 の名

前が 出現 しない ため 、 どの よ うな表 記 法が使 用 された か 分 か らない が 、 ローマ

字で 書かれ た ほ とん どの資 料 に聖人 の名前 に はSが 用 い られ る。 日本語 版 では

Sは 「サ ン タマ リア」 のSmaに 用 い られ る場合 に しか な くて、 他 の聖 人名 には
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「サ ン」、 「サ ン ト」、 また は 「サ ンタ」 が付 くよ うにな ってい るた め、Smaを

「サ ンタマ リア」 の名 前 専用 の 表記 とみてお いた。

日本 語版 の聖人 名 に は、女 性 の場 合 にrサ ンタ」が付 く。

例:サ ン タ ・カ テ リナ

男性 の聖人 の名 に よ って 、 「サ ン ト」、 「サ ン」 で 、揺 れ る こと も多 い(た と

えば 、聖 トマ ス ・ア ク ィナ ス に は、 サ ン ・トマス とサ ン ト ・トマ スの例 が共存

す る)。 規則 性 は な さそ うで あ る。 ち なみ に、 国字版 本 の 「どち りな き りした

ん 」や 「ぎや どべ か どる」 な どで は、仮 名表 記 の 「サ ンJが 付 く。

S.は ヨー ロ ッパ語 の書 物 で も、 日本語 で 書かれ た ローマ字 の書物 で も広 く用

い られ な が ら も、 国字 版本 で は一 切存 在 してお らず 、仮名 表記 が用 い られ て い

る。成 立年 代 が よ り下 っ た国 字写 本 「丸血 留の道 」で使用 され てい る ことは、S.

が ロー マ字 で書 かれ た 書物 と して も一 般 的 であ り、かつ 日本語 として も性 別 を

捨象 してお り、 「サ ン」、 「サ ン ト」、 「サ ンタ」 と形が 変わ る よ り合 理的 で ある。

版 本 と写 本で 、原語 の資料 と 日本 語 資料 を比較 して 見 る と、

(1)版 本 は ロー マ字 本 で あっ て も、 国字 本 であ って も、 ロー マ字省 略表

記 やそ れ に基 づ い た合字 が少 ない の に対 して、写本 に は多い。

(2)ラ テ ン語 版 を含 め原 語 の 写本 、書簡 で は省 略 表記 は多 い。 そ の頻度

と特徴 はそ れ ぞれ の筆 記者 に よって ま ちま ちであ るが 、 日本語版 に共 通す

る形 がい くつ か必 ず 出て くる。又mマ 字 写本 のバ レ ト写 本 では、省 略表

記 の頻度 が遙 か に少 な い ものの 、 共通す るい くつ かの形 が見 られ る。

(3)国 字 写本 に関 して は 、 日本 語版 と同類 で十分 な丁数 の ある本 が残念

なが ら見 られ ない が 、合字 の形や 使 用 に関 して ロー マ字本 とも、国字 版本

とも明 らかに異 なっ た特徴 があ って 、合字 表記 が用 い られ て いる本語 の種

類 に少 し差 があ るが、合 字 の形 は よ く似 てい る。

つ ま り、 日本 国字 写 本 に出 て く る合 字 は、 当時 の原 語 の版本 で はな く、筆写

され た原語 資料 の形 を も とに してい る こ とは明 らか で あ る。 しか し、 フロイ ス

の 「Tratado」や ポル トガル 語 の書 簡 の原 語資料 で も、バ レ ト写 本 でも、筆 写 さ

れ た資 料で は、省略 され た形 が相違 す るのに対 して 、これ らの国字 写本 は、1580

年代 か ら少 な く とも1610年 代 の30年 間 ほ どの 間、合 字の形 がほ とん ど変 わっ

て い ない。

合字はローマ字の版本では用いられず、国字版本でも多くて三から四種類し

か用いられないが、手書きの原語資料の形とは若干異なるだけなので、日本人
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が合 字 を用 い る方針 は、 ヨー ロッパ人 が原 語で書 い た手 書 きの 書物 で 用い た省

略表記 を源 と してい る と考 え られ る。

印刷 機 が1590年 に ヴァ リニ ャノ巡 察師 に よって持 ち込 まれ るまで は 、 日本

にお け るキ リシ タン社会 は キ リス ト教 関係 の文 献 を普 及 させ るた め に書写 に頼

っ てい た。1590年 以 前 、 日本 人 キ リシ タ ン、特 にイ エ ズ ス会 に仕 え てい た者

が見 る こ とが で きる印刷 した 書物は 限 られ てい たが 、 ヨー ロ ッパ人 宣 教師 の書

簡や 著作 の転 写、 またそれ らの和訳 の転写 を多 く依頼 され 、頻 繁 に 目にす るこ

とが で きた に違 い ない。 ロー マ宇の 書物 を書写 す る間 、 この 中 に見 られ る表記

と親 しむ ことに よって 、 日本語 文 に も、広 く知 られ て い るキ リシタ ン概念 を出

発点 に、ローマ字省 略表 記 に基 づ いた形 を使 用 し始 めた と考 え られ る。そ して、

ヨー ロ ッパ人 宣教 師が原語 で使 用 して いた表記 方針 と平行 して、 日本 人 の 間で

も国字資 料 にお ける合字 の使 用方針 も長 い年数 を経 て 固定 してい っ た もの と考

える ことがで き る。1580年 代 か ら1610年 代の 間に 日本 にお け るキ リス ト教 の

環境 は大 き く変化 して いっ たが 、合 字 の数 と形 が あま り変 わ らない こ とか ら、

お そ ら くこの 流れ がす で に固 ま ってい た と考 え られ る。 あ る いは 、1580年 よ

りも以前 か も しれ ない。

しか し、 これ らの合 字は もはや 日本語 の文 字で 、形 が類 似 してい る点 以外 ロ

ーマ 字 と共通す る ところはな くなっ てい る とい え よ う
。

四.省 略字 か ら合 成字 へ

ラテ ン語版 「講 義要 綱」 にお ける略語 表記 の様 子 をみ る と、必 ず とい ってい

い ほ ど、テ ィル(～)、 半テ ィル(`)、 ユ ー ム ラウ ト(e,ω 、ハ イ フ ン 、小型 文

字 な どが用い られ る。

日本語 版 の ラテ ン語 の引 用文 の中 に出て くる省 略表 記 は基 本 的 に ラテ ン語版

の もの と同 じよ うな もので あ る。 ただ し、 該 当す る ところ を照合 して み る と、

表記 ま で完全 に一致 す るも のはまれ で ある。

例:Priusaute'sveniretfidessublegecastodiebam二srco二sclusiineafidemque

reuelandaerat(日 本 語 版 、85オ)

priusaul"conueniretfides(explicitaXpi)sublege(veteri)custodiebamur

conclusiineamfidemquaereuelandaerat.(ラ テ ン 語 版 、127r)(ガ ラ タ

3そ し て 、 信 仰 が 到 来 す る ま で 、 我 々 は 掟 に 守 ら れ 、 現 れ よ う と す る
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信仰に対して閉ざされていた)

この 引用 箇 所 に は、 拙稿 「「講 義要 綱 」 にお け るロー マ字 書 きの本語 につ い

て 」で 指摘 した誤 写 と思わ れ る部分 が 見 られ るが(aとuの 混舌L、も とも と一

つ の単語 で あ るcustodiebamurが 二語 に分 け られ てい る、quaeがqueに な って

い る)、 こ こで は 日本 語版 とラテ ン語 版 の省 略 の仕方 が 少 しずつ異 な っ てい る

こ とが わか る。

日本語 版 の引 用文 で は、 半テ ィル とテ ィル がm、nとuの 省略 に用 い られ 、

和 文 中に あ る合 字 に似 た よ うな形 は 出て こない。 ラテ ン語版 で はn,mを 中心 と

す る数 個の 字 の省 略 に 用い られ る こ とが多 い。

Alvarezラ テ ン語 文 法 、Oliveyraな どの ポル トガル 語 文 法書 に も大 幅 な省 略

表 記 が な く、Gandavoは 前掲 の記述(A)で 見 た よ うに ギ リシ ャ文字 か らの省

略 表記 を批 判 して い る こ とか ら、丁 寧 な文章 に は省 略表 記 が好 ま しくない とさ

れ て い た こ とが分 か る。 上 の例 で見 た よ うに、 日本語版 の ラテ ン語 の 引用 文で

も鼻音 の省 略 表記 しか見 あ た らな い。 これ らの 引用文 は、省 略表記 が 用い られ

てい る ラテ ン語版 の もの よ りも丁寧 に書かれ て いる こ ととな る。 ラテ ン語 の知

識 が さほ ど豊 か でな い読者 のた め に書 かれ てい る こと もそ の一つ の理 由 と して

考 え られ る。 和文 の 中 に合 字 が あ るの で、和 文 の筆記 方針 とロー マ字 文の筆 記

方 針 が ちが うこ とに な る。 「「講 義要 綱 」 の成立 」で は、現 存版 がだい た い一人

の 日本 人 に転 写 され た もの とい う結 論 に至 った が、 この方 針の違 い は、 ローマ

字 文 の筆 記者 が 日本語 文 の筆 記 者 と別 人 であ った こ とに よ る と考 え られ る。和

文 の筆 記者 と別 の人物 が ローマ 字文 を書 く必要 があ る ことは、和 文の 筆記者 が

ロー マ字 に対 す る十 分 な知識 が な か ったた め に違 い ないが 、 ローマ字 文 の筆記

者 は省 略文 字 を使 用 しなか っ た のに 、 日本 語文 の筆記 者 が あえて使用 してい る

ことか ら、 日本人 の 筆記 者 は ロー マ字 を十 分理解 で きな い にもかか わ らず 、合

字 は 理解 で きた ことに な る。っ ま り、 これ らの合 字 は、原 語 の読解力 な どと関

係 な く、 日本 人の キ リシタ ンに あ る程 度親 しまれ ていた わ けであ る。

四 ・1Xに つ い て

合 字 の 中 で、原 語 にお け る表 記 とも っ とも大 き く異 な る形 のXに つ いて 以

下 に少 し考 え る。

ロー マ字 の資 料 にお い て この合 字 に該 当す るxpaoな どは、左か ら右 へ と書
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かれ てい る。バ レ ト写本 な どに出て くるxpaoで は、 テ ィル は文 字 を書 き終わ

って最 後 にaの 上 を中心 に付 され て い る。Xpaoの テ ィル はchristaoの テ ィル を

残 した もので、devaeao,religiaoな どの語 尾 に付 され るポル トガル 語 の一般 的

な使用 法 に基づ いてい る。 ラテ ン語版 に出て くるxpianus(<christianus)で は、

語 を書 き終わ っ てか ら、テ ィル がほ ぼpiの 上 を 中心 に付 されて ある。 この場

合 、nが 省 略 され て いない こ とか ら、テ ィル は鼻音 を補 うので な く、chr量stの

部分 をxpに 省略 した こ とを示 す ため に付 され てい るのが分 か る。

日本 語版 に 出て くるXは 、語尾aoか らポル トガル語 に基づ い て い る ことは

明 らかで あ るが 、テ ィル は必 ずaoの 上 に弓形 に付 され てい る。順番 と して は、

最初 にテ ィル にあた る大 きな弓形 線、 次にao、 そ して又 大 きなXと 書 いて あ

るこ とが 筆の 運び方 か ら分 かる。 ローマ 字 を横 に並 べ て書 いて い る とい う意識

よ りも、一字 のXの 形 を上か ら下 へ 、そ して左 か ら右へ と書 く意 識 が働 い て

い るわ けで あ る。筆 で書 くだけ あって 、一画一 画 の筆 の運 び もむ しろ書道 の も

の に近い。

つ ま り、Xは 、一 つ の複 合字 で、和 文 と同 じ縦 方 向 に書 かれ てお り、書 き順

もローマ 字 の もの と違 って 、左 か ら右 への順 よ り、上 か ら下へ の 順 が優先 され

て い る。 そ の形 は、 ローマ字 しか知 らない読者 には もはや 判読 で き ない ほ ど歪

め られ てい る。っ ま り、読 む時 には ローマ字 に分 け て読む の で はな く、形 を見

て意 味 と音が分 か る よ うにな ってい るの であ る。つ ま り、このXは 、読 み が 「キ

リシ タン」で、意 味が 「キ リス ト教徒」 とい う一つ の字 となっ てい るの で あ る。

四 ・2合 字表 記へ の仮名 の添加

日本語 版 にお いて 、合字 の後 ろ、時 に は前 に 、仮名 で合 字 の示 す 語形 を補 っ

て い る場合 が ある。 以下 に例 をあげ 、片仮名 表記 され てい る部分 にあ た る原 語

の綴 りの部分 に 下線 を付 した。

例:ア ク タApoル ン(3例)、 ア ツ タApoル ン(11例)(ActaApostolorum)

ア ン テX(16例)(Antichristo)

ヒル セ ンSma(19例)(VirgemSantaMaria)

サ ン トスPeス(12例)(Santospadres)

これ ら の語 の 表 記 は 、 ラ テ ン語 版 で 省 略 表 記 され る場 合 、Apolorum,Apolos,

SctosPesに な る 。 も し これ らの 語 尾 だ け を 仮 名 表 記 す る とす れ ば 、Apolorum
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はApoロ ル ン、ApostolosはApoロ スに な る。つ ま り、 ラテ ン語 か らの省略表

記 の場 合 に格 ・数 に よ って変 化 す る語尾 の部 分 は仮 名表 記 され てい る部 分 よ り

長 い。 実際 そ の よ うに表記 され てい な いの は、 これ らの表記 が ラテ ン語 版の 表

記 に基 づい てい る ので は な く、ポル トガル 語 の表記 に基づ いて い るた めで ある。

しか しア ツ タApoル ン は ラテ ン語 に基 づ いてい るに もかかわ らず 、Apoは ポ

ル トガ ル語 の △postolg(語 頭 と語 末)の 省 略 に当た るので 、 ラテ ン語 に基づ い

た アツ タ(acta行 動 、作 業)と ル ン(儲 纐 の語尾 一〇㎜ の一 部)の 間 にポ

ル トガ ル語apostolo(ラ テ ン語 の語 根 はaposto1一な のに)をApoと 写 して あ る

こ とにな る。 これ らの合 字 を選 ん だの が どの時点 の誰 か分 か らないが 、 この よ

うに ラテ ン語 の表 現 か ら中 心概 念 を取 り出 し、そ れ をポル トガル 語の合 字 とし

て表記 し、残 っ た部 分 を仮名 表 記す る 日本 人は 、 この部分 に対 して 、格段 に高

い認 識 度 を持 って いた とい うこ とに な る。

五.結 論

本稿 で 、合字 の い くっ かの 特徴 が 明 らかに なった。

(1)日 本 語 版 にお ける合 字 は、 原語(ポ ル トガル語 、一部 は ラテ ン語)

の省略 表記 と類似 す るもの が多 い。ただ し、ローマ字 に基 づ いてい なが ら、

他 の ロー マ字 表 記 よ り遙 か に親 しまれ てお り、 日本語 の文 章 の中で 日本文

を書 く順 に従 い 、漢字 な ど と同 じ感 覚で書 かれ てい る。

(2)合 字 の形 は 、他 の ロー マ字 本語 とも、そ してローマ 字 の資 料 に見 ら

れ る省 略表 記 とも相違 す る形 が 多 い。

(3)ヨ ー ロ ッパ にお け る省 略表 記 が手書 きの文 書 の特徴 で ある よ うに 、

日本 語 に お け る合 字 は 国字 写 本 に共 通す る特徴 で あ る。1580年 代 に成立

した と思 われ る国 字 写本 の残 存 部分 と、1612年 以降 成 立 した と見 られ る

国字 写本 で は、 合字 の 形や 種類 の数 はあ ま り変 わ らない こ とか ら、 日本語

文 の間 に合字 が 使 用 され る習 慣 は1580年 代 よ りも以前 に、a一 マ字 の資

料 にお ける省 略表 記 を も とに して発 生 し、展 開 した と考 え られ る。

つ ま り、 日本語 版 に お け る合 字 表記 は 、 ラテ ン語版 によ る影 響 下で使用 され

た もの では ない。 合 字 は 、以前 か ら 日本 人信者 の間 に受 け入れ られ使 用 され る

間、独 特 の形 を とる よ うにな っ たの で あ り、 ヨー ロ ッパ 文献 か ら離れ 、か な り

自由 に書 かれ てい た。
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〈注〉

(1)新 村 出、柊源 一 校 注 『吉利 支丹 文学 集』2、rど ち りな き りした ん」(1600年 版)、

平 凡社 、東 京1993。

(2)正 し くは"obediens"(従 順 だ)。

(3)正 し くは"propter"(に 対 して)。

(4)MARUYAMA,Toru"KEYWORD-IN-CONTEXTINDEXOFT肥REGRASQUE

ENSINAMAMANEIRADEESCREVEREAORTHOGRAPHIADALINGUA

PORrひGUESA(1574)BYPERODEMAGALHtESDEGANDAVO"Nanzan

University,Nagoya,Japan,2001,p13.

(5)Alvazez,Emmanuel"DeInstitutioneGrammatica';IoannesBazrerius,Olyssippone,1572,

p.81v.

(6)MARIJI'AMA,Toru"KEYWORD--N-CONTEXTINDEXOFTHEGRAMMATICADA

LINGDAGEMPORTUGUESA(1536)BYFERNODEOLIVEYRA"Nanzan

University,Nagoya,Japan,2001.

(7)MARiJI'AMA,Toru"KEYWORD--N-CONTEXT-NDEXOFTHEGRAMMATICADA

LINGUAPORTUGUESA(1540)BYJOODEBARROS';NanzanUniversity,Nagoya,

Japan,2002.

(8)LuisFrois"Tratado...",(Schulte,J.F."KulturgegensatzeEuropa-Japan(1585)",Tokyo,

SophiaUniversitat,1955)

(9)松 田毅 一 、川 崎桃 太 、 ロジ ャ ・メ イ チ ン 『日本 関係 イ エ ズ ス会 原 文 書 』 同朋 舎 、

京 都 、1987.

(10)こ の一例 は1564に 日本 人信者Damiao著 の書簡 に あ る。

(11)注(i)に 同 じ。

(12)海 老 沢 有道 、H.チ ー ス リク、 土 井 忠生 、 大塚 光信 『キ リシタ ン書 ・排 耶 書 』、 日

本 思想 大 系25、 岩波 書店 、東 京 、1970、pl13～181。

(13)注(12)に 同 じ、p423～449。

(14)海 老 沢有 道 、松 田毅 一著 『ポル トガ ルエ ボ ラ新 出屏 風 文書 の 研 究』 ナ ツ メ社 、東

京 、1976年 、p.87。

(15)注(14)に 同 じ。

(16)注(12)に 同 じ、p323～361。
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